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事業環境が急速に変化し、グローバル化やデジ
タル化の進展により、ビジネスの構造や価値提供の
在り方が揺らいでいる。個人や組織を取り巻く環境
も複雑さを増すなか、変化の遅かった時代に確立
された事業や組織の枠組みをそのまま使い続ける
企業も多く、そのひずみがマネジャーに集中し、過
重な負担がかかっている。現代のマネジャーは、複
雑化した管理業務のみならず、変化するビジネス構

造の中で課題を見極め、新たな価値を創出する役
割も担っている。こうした状況で、マネジャーの仕
事だけを見直す対応には限界がある。いま求めら
れているのは、事業戦略に応じたマネジメント機能
そのものの再設計であり、これは事業の持続的成
長にとって喫緊の課題である。

DX やグローバル化の進展など変化のスピードは速く、

マネジャーの役割の複雑化と負担が増すなか、中長期

の事業に向けた「課題の仕入れ」や人材育成など現場

に近いファーストラインのマネジャーにこそ任せたい仕

事が進まず、事業戦略の実行の足かせとなっている。本

報告書は、現代の企業が直面しているこうした課題に

ついて、「事業戦略と整合したマネジメント機能を再構

築する」ことを提案している。
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マネジメント機能の見直しには、マネジャーの既
存の役割だけでなく、外部環境の変化やコアコンピ
タンスを踏まえた戦略の再構築が必要である。本報
告書では、事業の変化に応じて機能を変えた企業の
事例から10のマネジメント機能を紹介しているが、
どの機能を重視するかは企業ごとに異なる。

このプロセスの肝となるのは全体像の可視化だ。
原因と結果を単純な一対一の関係で捉えるのでは
なく、複数の要素が相互に影響し合う構造として全
体像を捉える必要がある。問題の背景には個人のス
キル不足だけでなく、そうした状況を生み出す組織
の構造がある。異なる立場の視点を持ち寄り、「そう
させている仕組みは何か」を共有し、問題を特定す
るところから始める。
今後、企業はマネジメント機能の再構築を通じて、
変化の激しい環境に適応し、競争力を維持・強化し
ていくことが求められる。企業の状況はそれぞれ異
なるため、自社に合ったマネジメントの姿は自ら考え、
継続的に議論しながら形づくっていくしかない。そう

することで、マネジメント機能を事業戦略と整合させ、
組織全体の柔軟性と機動性を高めることが可能にな
る。また、マネジャーの負担軽減と役割の明確化を
通じて、組織の持続的な成長を支える基盤の構築に
向かうだろう。

結 論

図１：マネジメントの機能見直しに至るプロセス

図 2：マネジメントの機能を見直すための部長の役割
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解決策の設計と実行

マネジメントの機能を見直すための部長の役割

問題の定義 構造の可視化 レバレッジ・ポイント
（介入点）の特定

結果の
モニタリングと適応 継続的な学習と改善

何が起こっているのかを明確にする。影響
を受けている人や組織を特定する。短期的
な症状ではなく、根本的な課題を探る。

要素間の関係性を明らかにする。フィー
ドバックループ（強化ループとバランス
ループ）を探る。

小さな変化で大きな影響を与えるポイン
トを見つける。短期的な対症療法ではな
く、長期的に機能する施策を考える。

短期・中期・長期の視点で戦略を立てる。
施策がシステム全体に与える影響をシ
ミュレーションする。小規模な試験導入
（パイロット）をおこない、フィードバック
を得る。

結果のモニタリングとゴールの指標を設
定し、施策の効果を定期的に評価する。望
ましくない副作用が生じた場合、システム
の見直しをおこなう。フィードバックルー
プを活用し、持続可能な改善をおこなう。

一度の解決で終わるのではなく、システ
ムの変化を観察しながら適応を続ける。
ステークホルダーの意見を取り入れ、協
力しながら改善を進める。

「社員の離職率が高い」ではなく、「社例
員のモチベーション低下が原因で離職が
増えている」といった視点。

「過重労働例 → モチベーション低下 →
離職増加 → 残った社員の負担増 → さ
らに離職」という悪循環を可視化。

「給料を上げる」のではなく、「業務プ例
ロセスを改善して労働時間を適正化す
る」ことで持続的な改善を狙う。

離職率だけでなく、社員の満足度調査例
も実施し、組織の健康状態を測る。

テレワーク導入が効果的だったが、コ例
ミュニケーション課題が浮上したため、新
たに交流の機会を設ける。

例:「業務効率化ツールの導入  →  労働時
間の削減  →  モチベーション向上  →  離職
率低下」のシナリオを検討。
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